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春夏
秋冬

ひょうちゃん

総務省の情報を
キャラクターがご紹介！

教えて

二十四節気
にじゅうしせっき

だより
二十四節気は太陽の運行を基準にした太陽暦です。

1年を24等分し、「立春」をスタート地点として、
15日ごとにその時期の自然現象を表す美しい名前が付けられています。

二十四節気から、「暑い」「寒い」だけではない、季節の移り変わりを感じてみませんか?

とる節一しもくを時寒
なと気巡か多、記期さ氷り、。にしく に録 が
まやこ 見点お、 一す 極すがの 二い ら下 年まる。て時 れて十 に のる春期は四まなこ最頃すのを と最節 る 低。。訪超後気 地が気こ
れえのの 域多温の
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※二十四節気は毎年1日ほど前後します。小寒（1/6）、大寒（1/20）は今年の日付です。

大
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だいかん
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と
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し
ま
す
。

内
」
立期

やが の 春の年寒味良少 時 ま始のの噌いな 期 でまう水・こく に をりち醤 」 「と と 。油 ま 汲 寒こ最
か 呼の ろ ま 中のもら ば仕 や れ 」「日寒、 れ込酒か た 寒かい、み造で雑水 のら時

小
寒
しょうかん

1月

季節のうつろいを味わう

風詩
物

鮮やかな色の雄キジが
「ケーンケーン」と甲高
く鳴き始める頃です。
これは雄から雌への求
愛のアピール。
別名「妻恋鳥」とも言わ
れる所以です。

積もった雪の下から、
ちょこんと顔を出すフ
キノトウ。寒い時期で
すが、その愛らしい姿
で「もうすぐ春だよ」と
教えてくれます。
春の味覚の代表選手！
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「ひょうちゃん」は、政策評価のマスコットキャラク
ター。丸い大きな目と耳を使って、国の仕事について評
価したり、国民の皆さんに分かりやすく説明したりす
るのが大好きなシマフクロウの妖精です。

政策評価制度とは?
政策評価制度は、各行政機関が行っている政
策が、国民のためにきちんと役立っているか
どうか、各行政機関が自ら政策の効果を把握・
分析するものです。評価結果は、政策の見直し
や新しい政策の企画・立案に反映されます。
また、総務省では、各行政機関の政策評価に関
する情報を一元的に閲覧・利用できるように
する「政策評価ポータルサイト」を開設してい
ます。「政策評価」で検索してみてね！
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特集  ● 幅広く活躍する独立行政法人

幅広く活躍する独立行政法人
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 Q1 独立行政法人が初めて Q2 独立行政法人は Q3 独立行政法人で働いている
 設置されたのはいつ？  いくつあるの?  職員は何人いるの?

①1867年 ①35法人 ①約1万人
②1945年 ②57法人 ②約7万人
③2001年 ③87法人 ③約10万人
④2019年 ④123法人 ④約17万人

正解は③です。国の行政改革の一環と 正解は③です。新設、統合などの歴史を 正解は④です。87法人全体で約17万人の
して2001年に初めて設置されました。 経て、現在は計87法人が全国各地で活 常勤職員が勤務しています（参考：国の行

躍しています。 政機関の職員は約30万人います）。
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宇宙

歴史文化

農業

鉄道

医療

このコーナーでは、独立行政法人に関わるクイズを紹介します。

独法クイズ

多様な分野で活躍する独立行政法人

全国で活躍する独立行政法人

福島：
家畜改良センター（本所）

北海道：
航空大学校（帯広分校）

大阪：
造幣局（本局）

高知：
海洋研究開発機構
（高知コア研究所）

沖縄：
水産研究・教育機構
（西海区水産研究所
亜熱帯研究センター）

茨城：
物質・材料研究機構（本部）
産業技術総合研究所（本部）
理化学研究所（筑波事業所）

愛知：
国立長寿医療
研究センター
（本部）

パパ 子供

い報　め的運標まい　 独
仕公法ら・営のすて独 立効組開人れ 。を下 政立 行率 所みさのて 行、 府行 政的 自管にれ い活 に政 法にい のなて ま 主動 よ法 人実、 大っ す 国的お状 人 制施 ・ り臣て 。り の況 自 は設 度す がい、 仕 、律 置 の透は る 指 法ま 事 さ ポ明幅 こ 的す 示 律
性広 を。 と にすれ イに
のく が効業 ンるて基 ト高情 求果務目いづ
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国民の安心・安全な暮らしを支えています。
例えば・・・

文化やスポーツの発展に貢献しています。
実はここにも独立行政法人 例えば・・・

独立行政法人のお仕事

消費者トラブルの解決【国民 生活センター】 住宅ローンの提供【住 宅金融支援機構】

医療の提供【国 立病院機構】 「車検」の実施【 自動車技術総合機構】

文化財の保護【国 立文化財機構】 トップアスリートの育成【 日本スポーツ振興センター】

国際的なスタジアムで
ある国立競技場や、
トップアスリートのた
めのトレーニングセン
ターなどのスポーツ施
設を運営しています。

縄文土器から絵画まで、様々な伝統工芸
品を修復・保管して博物館で展示し、貴
重な文化財を後世に伝えています。

技術の進歩に対応し
ながら、車が安全で
環境にやさしく走り
続けられるよう検査
を行っています。

全国141の病院ネット
ワークを活用して、他
の設置主体では必ずし
も実施されない医療を
提供するとともに、災
害時の医療や地域医
療に貢献しています。

国民が安心して住宅を
購入できるよう、民間
金融機関と提携して全
期間固定金利の住宅
ローン「フラット35」を
提供しています。

架空請求などの消費
者トラブルについて、
消費者からの苦情や
相談に対応し、収集し
た情報をトラブル解
決に役立てています。

世界最先端の研究開発を行っています。
例えば・・・

新しい元素の発見【理 化学研究所】 「はやぶさ2」による小惑星探査【宇 宙航空研究開発機構】

世界初となる小惑星
内部の岩石のサンプル
リターンを目指す「は
やぶさ2」や、新型基幹
ロケットＨ3の開発、
国際宇宙探査など、国
の宇宙開発利用を技
術で支えています。

画像提供：池下章裕氏

自然科学の総合研究所と
して、113番元素「ニホニ
ウム（Nh）」を発見し、ア
ジア圏初の元素の認定
に至るなど、幅広い分野
で研究を行っています。

国の未来を担う人材を育成しています。
例えば・・・

エンジニアの育成
【国立高等専門学校機構】

パイロットの育成
【航空大学校】

宮崎、帯広、仙台の3か所に訓練施
設を持ち、航空輸送の第一線で活躍
するパイロットを養成しています。

奨学金の支給
【日本学生支援機構】

次代を担う人材を育成するため、奨
学金をはじめとする学生支援事業
を総合的に実施しています。

全国51の国立高等専門学校を運営
し、実践的な教育により、日本の
「ものづくり」を支える技術者を養
成しています。

「シャインマスカット」の開発
【農業・食品産業技術総合研究機構】

「お金」の製造
【造幣局、国立印刷局】

生活に欠かせない
「お金」は、実は、独
立行政法人が作っ
ています。硬貨は
造幣局で、お札は
国立印刷局で作ら
れています。

皮ごと食べられる
人気の「シャイン
マスカット」や日
本で一番作られて
いるリンゴ「ふじ」
など、農産物の新
しい品種を生み
出しています。

独立行政法人は、実はとても身近な存在です。
ここでは、そのお仕事の一部をご紹介します。
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独立行政法人の活躍事例

国立公文書館

独立行政法人は、法人が持っているノウハウや人材等のリソースをいかし、
近年多発する自然災害の被災者の支援や被災地の復旧・復興にも積極的に貢献しています!

Ⅰ  復旧・復興支援の事例

東日本大震災の被災地に職員を派遣し、被災した公文書等の修復を支援。その経験を基に「被災公文書等修復マニュ
アル」を作成するとともに、法人内に「被災公文書等救援チーム」を設置し、地方における被災公文書等の修復を支援

水資源機構
平成30年7月豪雨の被
災地に、可搬式浄水装
置を運搬し、給水支援。
また、令和元年の台風
15号、19号では、被災
地へ排水用ポンプ車や
発電機を貸出し

都市再生機構
東日本大震災からの復興支援では25の被災自治体において、復興市街地1,441haの整備、災害公営住宅5,932戸の
建設等を行い、最大450名超の体制で被災自治体の復興まちづくりを支援

森林研究・整備機構

独立行政法人は、他の法人や企業等との連携、支援等に積極的に取り組みつつ、
法人の研究開発等の成果をいかして、社会的課題の解決に貢献しています!

Ⅱ  外部との協働・社会実装の事例

国内の森林資源の有効活用を目的として、国産木材を活用した軽量で高い強度を持つCLT（直交集成板）の製造、普及
を図るため、農林水産省・国土交通省といった府省の枠を超えて、他の法人や企業・団体等と連携し、CLTの製造、評価・
予測技術の開発、規格等の制定、普及促進等の取組を推進

土木研究所
積雪寒冷地において一般的に用いられている
凍結防止剤（塩化ナトリウム等）は、塩害によ
り道路構造物等の金属腐食が生じているこ
とから、その抑制を目的として、大学・企業等
と連携し、新たな凍結防止剤の研究開発、実
証実験、試行導入等の取組を実施

海技教育機構
法人が保有する練習船
を活用し、豪雨災害（平
成30年7月豪雨、令和元
年の台風15号、19号）の
被災地で、入浴・洗濯等
の生活支援を実施

東日本大震災で被災した陸前高田市での作業

塩害による構造物の損傷（橋梁） 連続路面すべり抵抗測定車（法人所有）による測定

産業技術総合研究所
魚の市場価格に影響する鮮度保
持を目的として、船上に搭載でき
る特殊な氷（シルクアイス）を製
氷する機器の開発を行う北海道
の民間企業を、公設試験研究機
関と共に支援し、製品の開発、商
用化を実現

国立循環器病研究センター
先天性心疾患のより安全で確実な手術のための切開縫合シミュレーションを可能とする心臓レプリカの開発を目的として、
3Dプリンティング等の技術を有する民間企業等と連携し、技術開発や、高度医療機器としての認定に向けた取組を推進

CLTを使用した建築（宮城県仙台市）CLTの仕組

修復前 修復後

シルクアイス製氷機

超軟質心臓レプリカ①

心臓CT画像データ
　　↓
工業用光造形
3Dプリンター
（内外の鋳型作成）
　　↓
真空注型

超軟質心臓レプリカ②

心臓CT画像データ
　　　↓
新しく開発された
紫外線硬化
インクジェット式
3Dプリンター
（時間短縮・コスト削減）

震災復興支援本部
復興支援事務所を設置する自治体
復興まちづくりを支援する自治体

復興支援MAP
※平成31年4月までの実績

【津波被災地域における復興支援】

●復興市街地整備
被災自治体からの委託により、土地区画
整理事業等による被災市街地の嵩上げ、
高台新市街地を整備
●災害公営住宅整備
被災自治体からの要請により、住まいを
失われた方等のための公営住宅を建設

【福島原子力災害被災地域における復興支援】

復興庁・国土交通省との連携の下、避難者の
方が帰町できる環境の実現に向け、被災自治
体における帰還困難区域内も含む復興拠点
整備の事業受託や建物等の発注者支援、地
域再生支援など、ハード・ソフト両面から総合
的に支援

女川中心部
（女川町提供）

大熊町役場新庁舎
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独立行政法人シンポジウム
～社会的課題の解決に向けた独立行政法人への期待～

基調講演　独立行政法人評価制度委員会の最近の取組について
樫谷　隆夫氏（樫 谷公認会計士事務所所長、独立行政法人評価制度委員会委員）

パネルディスカッション
地域や社会の課題解決に貢献する独立行政法人
～官民連携によるイノベーション創出の取組を中心として～
◆パネリスト 野路　國夫氏（コ マツ特別顧問、独立行政法人評価制度委員会委員長）

 徳田　英幸氏（国 立研究開発法人情報通信研究機構理事長）

 上石　勲氏　（ 国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター長）
 川俣　洋史氏（独 立行政法人日本貿易振興機構イノベーション・知的財産部長）

◆モデレーター 原田　久氏　（立 教大学法学部教授、独立行政法人評価制度委員会委員）

独立行政法人評価制度
委員会とは･･･

　独立行政法人評価制度委員会は、
総務省に設置されている審議会です。
各府省の大臣が行う独立行政法人の
目標策定や業績評価をチェックする
重要な役割を担っているほか、各分野
で活躍する法人の取組を応援し、広く
国民に知っていただくための情報発
信にも積極的に取り組んでいます。

①情報通信研究機構『 イノベーション創出に向けたNICTの取組』

②防災科学技術研究所『防 災科研の官民連携の取組』

③日本貿易振興機構『 ジェトロのイノベーション創出支援について』

総務省は、独立行政法人の更なる活躍を後押しするため、
昨年の9月に独立行政法人シンポジウムを開催しました。
ここでは、パネルディスカッションにご登壇いただいた3法人の
取組事例を一部ご紹介します。

VoiceTraによるオープンイノベーション
音声翻訳アプリVoiceTraのベースとなる音声翻訳技術の
共同研究やライセンスにより、多くの新サービスや実用化
事例が生まれている。

防災科研のさらなる官民連携  今後の方向性

ジェトロのスタートアップ支援
スタートアップの成長ステージ・ニーズに合わせて、シームレスな支援を提供。
（例：いち早いスケールアップを望む創業前のシード・ステージ企業にはピッチの機会の提供、
市場獲得・商談を希望するレイター・ステージ企業には展示会出展の支援等）

防災 総務省消防庁
434消防本部（726本部中）
※令和元年6月1日現在

鉄道 京急電鉄、ブリックス、
日立、日立ソリュー
ションズ・テクノロジー

アプリ 凸版印刷 専用端末 ログバー社

警察 29都府県の県警

救急隊用音声翻訳アプリ
「救急ボイストラ」の活用

多言語音声翻訳と電話通訳の
ハイブリッド翻訳サービス

カスタマイズ可能な
音声翻訳サービス

®（ボイスビズVoiceBiz ）

オフライン翻訳機
ili／ ili PRO

ソースネクスト
クラウド型
音声通訳機

POCKETALK® W

岡山県警
交番等を
訪れる
外国人へ
の案内

実
用
化

朝日新聞（2018.6.12）
より引用

対話型の音声翻訳画面 忘れもの確認画面

日立ソリューションズ・テクノロジー
駅コンシェル®

日本郵便
「郵便局窓口音声翻訳」

全国約20,000局（簡易郵便局は
除く）に導入

実用化 導入例

全ての災害に
対応できる
ハブ

気象・雪氷
土砂

火山

災害
リスク

地震・
津波

E-ディ
フェンス

流動化

産業界

自治体等

自治体等

大学等

産業界大学等

BCP
CSV

社会に近い大学・産業界・自治体等

糾合
産業界

自治体等

自治体等
（防災担当者の
資質向上）

気象災害軽減
イノベーション
ハブが先行

産業界
（交通,観光,物流等）

大学等
（共同研究への

発展）

大学等
教官（クロアポ）    
学生（連携大学院）

ニーズから
ゴールを見据えた
技術開発

人材糾合

システム化

技術糾合

社会実装

情報糾合

気象・雪氷
土砂

既存研究コミュニティ
大学等

成
果
展
開

成
果
展
開

成
果
展
開

防災科研

ハブ開始前（限界）

成果が社会に届きにくい

～2019年度（NIEDハブ化）

JSTによる初期駆動（アクセル）
2020年度～（波及・自立）

イノベーションハブの持続的発展

all災害対応
イノベーションセンター

防災研究の
中核的機関これをモデルに 2017年6月首都圏レジリエンス研究センター”データ利活用協議会”設立

2016年4月気象災害軽減イノベーションセンター設立

2016年10月気象災害軽減コンソーシアム設立

伝統的ツールイノベーション的ツール

●海外展示会（業種別）
●海外商談会
●ハンズオン（専門家派遣）
●国内商談会（招聘マッチング）

●メンタリング
●ピッチイベント
●ブートキャンプ
●スタートアップ・カンファレンス
●アクセラレーション・ハブ事業

ジェトロ地方事務所
東京本部・大阪本部

革新的な技術・ビジネス
モデルを持つ
大学・企業・研究所

日本国内での創業だ
けでなく、海外での
操業（Born Global）
も視野に入れる

シード
（創業前）

アーリー・ミドル
（事業開始、成長）

レイター

目指せ！
日本発のGAFA

関係強化
発掘

大学

企業・研究所

 



特集  ● 幅広く活躍する独立行政法人
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パネルディスカッション

地域や社会の課題解決に貢献する独立行政法人
～官民連携によるイノベーション創出の取組を中心として～

パネルディスカッションでは、社会の課題解決に向けて、
独立行政法人が果たすべき役割や、今後の課題について、活発な議論が行われました。
ここでは、その模様を一部ご紹介します。

司会を務めた原田久氏パネリスト野路國夫氏

パネリスト川俣洋史氏

パネリスト上石勲氏パネリスト徳田英幸氏

パネルディスカッションの模様

独法　取組事例

、

覧いH事様し今最
くまP 々た例 回後
だす なもで のにをさの 法の特・ご ・い 以紹 人 ・！で
、

総 集
務 外のぜ介 で

にひし省取 紹もごての組 介



かつて農民たちの娯楽の一つとして親しまれて
いた阿波人形浄瑠璃。神山町では、この郷土芸
能を後世へと引き継ぐため、神領地区の小野天
王神社境内にある農村舞台「小野さくら野舞
台」などで定期公演（保存会主催）を行っている。

阿川地区を中心に、町の至るところで「阿川か
かし」が見られる。表情豊かなかかしは、町民
ボランティア「阿川28歩の会」のメンバーが町
おこしの一環で製作・設置しているもの。年に
2回ほど、展示変えが行われる。

慶応4年（1868年）から続く歴史ある温泉。塩辛
く、ぬめりを含む数少ない塩泉で、肌さわりがよ
く滑らかな泉質が特徴で、神経痛や筋肉痛、リュ
ウマチなどに良いと評判。温泉の裏には、季節の
花々を観賞できる「農村ふれあい公園」もある。

Profile
昭和30年3月31日、阿野村、鬼籠野村、神
領村、下分上山村、上分上山村の5村合併
により誕生し、今年で町制65周年を迎え
る。町土の約 86％を山林が占め、四季を
通して情緒豊かな美しい景色が見られる。
人 口 5,234人（令和元年11月30日現在）
面 積 173.30㎢
U R L https://www.town.kamiyama.lg.jp

歴史ある郷土芸能、町民アートなど
神山町の魅力は奥深い !

ホッと一息の温泉もあります。

ぼうつ

棒搗き
毎年8月に行われる行事。もともとは神社・
仏閣を建築する際の地固め作業のことで、
大正から昭和初期頃には、棒の上がり方を
競う競技として行われていたのだとか。

おろのさくら

鬼籠野桜
平成9年から桜の植栽に力を入れてきた神
山町では、毎年3月末頃から町の至るところ
で桜が咲き誇る。中でも鬼籠野地区の「ゆう
かの里」のしだれ桜は必見!

神通滝氷瀑 
1月下旬から2月上旬にかけて「神通滝」では
氷瀑が見られることもある。落差約30mの
滝が滝壺まで凍りつく様は、神々しく幻想
的。まさに自然が描く芸術! 

神山町の魅力ダイジェスト!
神山町の郷土芸能
人形浄瑠璃を後世に

人か? と思うほどリアル
手作りのユニークかかし

町巡りの〆におすすめ
神山温泉いやしの湯
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れー 阿策が の場、てに
残
さかさ現なテど い 波に並 と よれなれ

レィお か 在た 人ぶ し りて襖、ススす な で劇 そテ て 、い 形店ト か 絵のす ィ里使は場 浄なラ 「つ がッ わ
ま
す 舞め 山 様 てン １ 瑠のど ク 寄 台のれ々 浄。、町が 井 町４ 璃な を個 景てな 瑠 ０ 」で顔 建 い 座 の 飾が性 色 イ 璃 ０すを 物 ま 」 人 っ盛的 の ベもが々点た。出 や すン ん中なお 復。ト 行の余色にす に雑し の活わ熱り鮮上、 、

自然・文化を守りつつ
常に新たなチャレンジを！

　神山町はその名が示すとおり「神、 の住む
山」と言われる歴史深いエリアにあります。時
代とともに過疎化が進んでいますが、平成16
年にICT環境を整備したことでサテライトオ
フィスの先進地として知られ、また、この地の
自然や文化に惹かれて多くのアーティストや
クリエイターが移住する魅力ある町です。　
　私たちはこの町の自然や伝統を守りつつ、
若い人や町外から来られた方たちから出る
いろんなアイデアに耳を傾け、チャレンジし、
常に変化し続ける町でありたいと思います。

神山町のキャラクター
「かん太君」と「あゆちゃん」

癒

▲焼山寺
焼山寺山の8合目近くにある、四国霊
場12番札所。11番札所藤井寺からの
遍路道は険しく「、へんろころがし」と
呼ばれるジグザグな坂道も存在する。

神山kamiyama-cho町
楽 演

高知

愛媛 徳島

香川

神山町

古豊現歴昔
いか代史な
もなアあが
の自ーるら
・然ト伝の
新  

が統里人し と文山々い も化ののも にと風
の暮

息 景がら
づ に調し
く和

す
る
町

神山すだち
すだちの生産量日本一! 町の飲食店
ではすだちを食べて育った「阿波すだ
ち鶏」を使ったメニュー
を食べられることも。

　

神山町長
後藤  正和

KAMIYAMA BEER
オランダから移り住んだ方が営むクラ
フトビール。町産の柑橘を加えたもの
など個性豊かなラインナップが揃う。
アーティスティックなラベルにも注目！
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神山の食を「育てる・つくる・食べる・つなぐ」
フードハブ・プロジェクト　 約87㎡のファミリー向け住戸を中心に、単身者

の共同生活用ユニットやバリアフリーの住戸な
どもある。

コミュニティをつくりやすい導線、風通し
や日当たり、保温性を考えられた建物な
ど、至るところに工夫が見られる。

次世代、その次の世代にも
住み継がれる

大埜地
お の じ

の集合住宅

地

01
方の力地

0
方の

2
力

神山町の

わがまち
じまん

神山アーティスト・イン・レジデンス
　世界及び国内からアーティストを3～5名
招聘（しょうへい）し、アート作品を制作・展示
してもらう「神山アーティスト・イン・レジデン
ス」（以下KAIR）。
　神山町は平成11年から毎年このプロジェ
クトに取り組んでおり、KAIRが開催される8
月末から約2か月余りの間、町はアートに溢れ
ます。
　KAIRの特色は、地元住民による手作りのプ
ログラムであること。アーティスト・イン・レジ
デンスを実施している自治体は他にも多数あ
るものの、神山町では制作期間を通じた住民
とアーティストの交流や町内での滞在制作に
重点を置き、制作プロセスをともにすること
を楽しんでいます。このプロジェクトを機に移
住する人、毎年町を訪ねる人も多いそうです。

神山町の木材をふんだん
に使った建物は周囲の自然
環境と調和する。

食育活動は「つなぐ部門」の大きな柱。
町の子どもたちに神山の食を伝えていく。

分棟型にして開発期間を長く
設けることで、町の大工さんが
建築に携わることが可能に。

　
か地
が方
やの
き

うテてをす寄産フ
　
しを均

　
なる

　

取ム、 ー実るり地 こて打年こど耕農を小組 践社 ド し添食 う た こが作つ 業さ ハ 齢まで 会い」ブし な 神各くなし 放い は 従す 。っ 性、 ・た け 71 山地食、 地 事。て 地 プ ま 棄
地 れの で域 状す 町 地いの ロ 歳 者域 ば域あ 問こ循 のジ況。 のとも のるに ェ 、う環で 自 題クを こ 同 増高 高農貢 にとシ食 然 のト背 加齢様 齢いスべ業献 町 なにで景 、ででっの そ化すに す て農 、 れや

。 農い立キ 。 に業 後こ ま
ーち 業 伴はの す 継
ワ上 従急ま う。 者ーっ ま事 鳥速 不ドた に何者 獣足はの「 衰もの 被にが地 退手平 害よ、

」」

「「力のが人ロ企社
　
し門

　
ジ つつし食関な 業と こェ 運てになくて いのわどクが、 の営 分 るい 町 ま ぐっ多ト共 か（（プ存 すま て 内 すく」同 れ 加ロる 食す続 。 。 ジ、の にそで ての 育工ェ。に神 サ人の立 は 、・チクテ そ尽山々他ち プ、 ートラ神 れロム上 は、 イ ぞモ生 山 ）げ 「、ト れー「」産た 町オ がシ 育食者、「フ役 ョ（ べて多ン、 ィ場 るる海株ス 岐チ（（、外）を神 にー料農フか 構 渡ムー 山 理業
ら え ）ド つ る」チチ
のハるな 活のーー
料ブ民ぐ 動 4 ムム・理プ間公 を部））

地農
産業地の食
で担
食い
文手
化のを育後
世成
にと

見
る
こ
と
が
で
き
る

制
作
プ
ロ
セ
ス
も

「食べる部門」が営む食堂「かま屋」
では、町で育った米や野菜を使っ
て神山の味を提供している。

い大たけし材
　

地工
　
ど物か

　
しるし育らる

　
校た大

　
く工。てたを ら町 場さ建、に 敷 育子地

ちど域
の合も手うたと

場ち資
所が源

をを集使
提いっ
供 て

た住たて、とこや場「 埜神そ 育さ 、が な使 ん 木も 町 外 地 ちん た
大宅。世 、のう 産 物 所ま 地山、 質る 近きが 町 にの うの 材 にすの神 「内 合 のが こ ちは た代

町
民 町バ な 所はづ 建る手 大 の 集山 に 不 グいイ鮎 、対神 に 中腕 も の町 町く ラてこ と

認
証
制
度
」

と 手 足町 オ喰整
備
利 は のに

自
然
環
境 理

由 象 合同 ン 心を で 手り 産 し山 域 らと資 一 用 もマ 住 環は 工 の川 ド 住部の振 にで の で 世が源 気 配
慮
ス 町 れ務 を コ宅現 賃境い よ て開 宅さ ボ 、へ、 木 20 すい 代広 た をモ を建地を に発 店 され る イ場 材 ン整物域使 に らも しラ 戸

の貸。た のく 町。流提 か移こ 住期 ま」 を 」 子、 営つれ
頼 に たをが う 備 供の し の ーがと と住宅 保間 ど 住てる使少 こ た促 造 す子 す 。 かあり 、 も希と 育目 を こいと るも 中鮎

す り広 宅ど る 。 りらにし 、 こ望し 所3 の、 学喰を こ乾 建で 、場 の 目が

町
民
体
育
館
ですずも た 温 もこ 者て や開 川つ 選年 少と燥 め 築す や あた 水れ 整を 学発 。 文

的 、校る 整 近と 「 でな り の沿こ完ち択 も済 も をら 備受備 くを い校 い成はし長可み 町 化 、 ま 寮と 町 送の にけさ主こか に にす ががし町まく能の 産機の る全施
で にてのし設で外 材 大 な建設

着入れにとら 小 あ。 あ手れま子か帰
　
学 る、 っ

　神山町では、町民を対象とした「町民・町
内バスツアー」を不定期で行っています。
　近年の神山町には町外から移り住んだ
方も多く、それまで町にはなかったサテ
ライトオフィスや宿泊施設、カフェやレス
トランなどが増え、若い人々を中心に
様々なイベントも活発に行われています。
このバスツアーはそうした町の新たな動
きを、町の人々に紹介するために開催さ
れています。この町に長く暮らす人も移
住してきた人も、顔を突き合わせて紹介
し合って、理解を深められると好評です。

展覧会初日に開催されるアートツアーの様子。
参加アーティストと共に作品を巡る。

に
　
の物集

　
造ま子でめ敷っさど構た地
集
合
住
宅

たにも成種内、たさか町 のがれらの手
伝

植て育未 い 栽て
な来いまたは
ののます苗、
でた 町し。木すめた敷 の
に を。 。石 高
、 中を 校町 心の 敷 生に人 く た、々 と地ち
と き域が
と もの山
も 町植で

機
能
成工まこのず金き
の仕たと循にをる

がし場事同 環地町う
でま えとの 域時 を 外きす 人 内 、し に 高 にま 町。て材 め経流、 のすも育大 る済さお。

敷地の階段などに、かつての学生寮で使わ
れていたものが資材として使われている。
（写真は解体前の『青雲寮』）

バスツアーは「◯◯を見に
行きたい」など、住民からの
要望で訪問先や開催が決
まる。

神山町の「今」を町の人に紹介する
町民・町内バスツアー

月1回発行し、町内の新聞に折
り込んでいる「かま屋通信」。

フードハブ・プロジェクトの農業指導長による
田植えの授業。

、

作品は町内の至ると
ころに展示されるの
で、開 催 期 間 中 の
アート巡りが楽しい。

○C Nik Christensen《Kagami》2013 撮影 小西啓三

○C Quynh Vantu《境界（内と外）》2015 撮影 小西啓三
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第65回文化財防火デーにおける各地の主な消防訓練の様子など

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/hogofukyu/boka_day.html

文化庁ホームページ

消防団員入団促進キャンペーン

消防団員として活動してみませんか？

受縄聖
　

昨
よ質木が

　
文
化
財

火心め１下和にる中
　

焼壁ち災堂
　

（け県堂 るでや木日 運にま月、 30 関と、そ損十、に 昭法 こ 世 奈、那に 焼年 造紙造本 、し動 と文 26 す のし よ文 年 の 二 和界お 良覇 損 隆4 ら っまで たの を 日 るを
守

に も 後ま化 化 よ 面 24け の 寺 的てれ市 たあ 。文 全 消 もし 県そを 意に財 月 う に「 、る 危て 財 年はり 金 、 た な 生の 化 国 、や の れ 防識 1国な 描い 建 至 １険 文 文火首 フ 布、 る で 堂 の 。以 駒復 る 美財 庁 民被 か 3化里災ラが な 造 化 月た 展 が 宝 郡

文
化
財
防
火
デ

も 術建 降 高と 一害 れ 0元 ーやンあ 財ど 物開 財焼城 揚 との ） 26
建 ス 工り 造 め 、 般文 か た 0の か とに、 のが しな毎防損 い 日をの造 昨ノま 芸物 に 化 ら焼 仏 年ら はお 燃 てど年 わし に多 火 図文物 年ーす 品 文は 画に 失 れのいくえ こ 庁 出け 、ト デた る ?化 法等る 10 。 にや そ 歴まおの の 化が のル 、 つ ー日 たの火月 財財す のい す で共 大ダ 火 け日 相」 め

た
金

火
史し隆

防災のム 災いて多 。るをとあ唱 愛を次 半堂をた寺、火を沖大 に材もく 防中定るの昭護守ぐ がの持火金

に護施力者
　

係も等を対
努のさし、文

連
携機ちの火策め 消意れて ・化 ろ出災がま 防識ま、 財協
力

関
だん火か推し 全や 関 です 防 け 防ら進ょ 国 が す、。 係 で 止守う 火防こ各 が者 必

要
さ

デ は 対る。 れ火の 、地及ー な文策たて・機 とで に く い防 び な 化をめ会 は ま消 、地 徹に災 り地財に 、 はす意 防域 ま 底文、 域関 、。文 す訓住化す識 住係 火文
。 るの化練民財 者 気化民 こ高財がが関 とや 管と 財

揚愛実協係 の関は理等

平成31年1月26日、法隆寺（奈良県斑鳩町）で行われた消防訓練の様子
写真提供/斑鳩町

開催年 文化財

平成27年　第61回

平成28年　第62回

平成29年　第63回

平成30年　第64回

平成31年　第65回

丸岡城（福井県坂井市）

根来寺（和歌山県岩出市）

唐招提寺（奈良県奈良市）

浄土寺（広島県尾道市）

法隆寺（奈良県斑鳩町）

文化財防火デーに伴う
主な消防訓練等実施文化財

（過去5年間）

第66回文化財防火デー
主な消防訓練場所（予定）

場 所：姫路城（兵庫県姫路市）
日 程：令和2年1月26日（日）

その他の地域における訓練などの
予定については、最寄りの消防署に
お問い合わせください。

私たちの貴重な文化財を火災から守りましょう

1月26日は文化財防火デーです
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お村あ
り

格
　

団域待活
　

活やう導消
　

常護は
　

問役 や 員 こ 一な のが動 動応 、火災勤の自消
い の 方安場ま免おと安寄に を急 精は害特 分防合 せ よ 、否ま 許、し せ心 は 行手平 神現 た団入 も 別わ ん て ら うっ 確た に等 ・ 、 当せ 時 職 ち。 団 地な と場安 て 員は 活 れ 認 基まは のく い に の ではに て域消 よに消 動全 普 、 づだ ず不 ま お い地 守い 、し 住防 救 き 「当 りをさ防は要 ま す及い ち方 るて 民団 助、 活 自たい署 て、で 守 。啓 住す 早公 」お み か 動 分。 り 員 活ま あ る 発も と務近 ま 。 民く いで 、 ら皆 の し たな、動り た特せ 火 の 員大 駆おく 精 な てうち、 んめさ ど別 避 で力 郷の気 き 災 け いの試 ん どか、 様 す難つ る市 な 消 的 予軽 験 もな を 土地? 々 け。、

に町も資 防地期な な防行誘 非愛域、

平常時の活動

災害時の活動

消防団員入団促進キャンペーン期間

令和2年 月 日～ 月 日1 1 3 31

　消防庁では、毎年1月から3月までの間を「消防団員入団促進キャンペーン」
期間と位置づけ、地方自治体などと連携し、消防団員募集に係る広報の
全国的な展開を図っています。

地域を災害から守るためには、住民
の防災意識の向上が不可欠です。こ
のため、火災予防や防災啓発などを
積極的に行っています。

地震や風水害などといった自然災害が
発生した際は、地形や道路網、世帯状
況などを熟知した消防団員が救助・救
出を行います。

台風や集中豪雨などにより、河川の氾
濫や堤防の決壊に備え、土のう積みな
どの防災活動を迅速に行い、地域の被
害軽減に努めます。

火災が発生した際は、自宅
や職場から現場へ駆けつけ
て、消火活動を行います。消

防隊員よりも先に現場へ到着することも
あるため、初期消火や消防隊員の後方支
援などをその場に応じて展開します。

各家庭に訪問し、防火啓発を行っ
ています。

住民がいざという
とき、急病やケガ
に対応できるよう、
ＡＥＤの使い方を
はじめとした応急
手当の普及・啓発
を実施しています。

「消防団員入団促進キャンペーン」の実施
令和2年 消防団員募集ポスター

防災啓発
活動 救命

講習会
住宅防火
訪問

救助活動

消火活動

水防活動
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04 郵政民営化前にお預けいただいた
定額郵便貯金、定期郵便貯金、積立郵便貯金の払戻し
には期限があることをご存知でしたか？

れ
　

役国 ト降です 1 玉回
　
い員

　
順イ 道万す調たの

　

、集 回 も し立や は 。 調 世 実都県答昨 が ン 府 労本 て 次 。査、月 全（統め 答全順 ・ お 態て地 3 を年 査い 可タ 県帯 働末 年 国特計ら が 千て次 伺 をの をを 力に 順 まら方 1 県 9 ー かい 能 に法れ 可の 葉 通 明は 導 次 す 対 対で 月 ら 調
た れの 能 月 し 重に

毎
月
実
施

地完 入 県 。 象 にネ じ ら象無 し
利 導か ッ 要 査ま か ・ 、 基て か調 域全 雇 に を 調と に作 は て

な ら用東入ら 性づに
査 す な ト 毎用 に 、失 進 イ 査 為 すし 総 く 、 いは のりお 可京 日っ 月
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労働力調査の結果は
様々なところで利用されています

完全失業率（季節調整値）は、リーマンショック翌年の平成21年の1月から7月の6か月間で1.2ポイント上昇し、過去最高の5.5％となりました。
その後は、低下傾向で推移しており、令和元年7月及び8月には2.2％となるなど約26年ぶりの低い水準で推移しています。

労働力調査「基本集計」
※平成23年は東日本大震災の影響により、岩手県、宮城県及び福島県において調査実施が一時困難となったため、補完的に推計した値を使用。

労働力調査は
こんな調査です
調査へのご協力をお願いします!

● 政府の景気判断や雇用政策　　　　　
● 国民経済計算（GDPなど）の推計
● 審議会などで、雇用情勢を把握するための
 基礎資料
● 男女共同参画白書、子供・若者白書などに
 おける分析

完全失業率（季節調整値）の推移

令和元年7月,8月
2.2％

　過去最高　5.5％ 
（平成14年6月，8月，15年4月及び21年7月）

（年）令和元平成

●ゆうちょコールセンター（平日/8:30～ 21:00、土・日・休日・12月31日～ 1月3日/9:00～ 17:00）

Tel. 0120-108420（通話料無料）
※IP電話など一部ご利用いただけない場合があります。　※お電話では郵便貯金に関する個別の状況はお答えできません。
●郵政管理・支援機構（独立行政法人 郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支援機構）
https://www.yuchokampo.go.jp/topics/attent.html

お問い合わせ先は、郵便局の貯金窓口、ゆうちょ銀行の店舗、または下記まで
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イスタンブール国際オンブズマン会議開会式におけるエルドラン大統領の
基調講演（於：ドルマバフチェ宮殿）

シンポジウムにおける総務省の発表

広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　MAIL｜kohoshi@soumu.go.jp
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CEATEC 2019の会場の様子

オープニングレセプションにて祝辞を述べる寺田総務副大臣

CEATEC AWARD 総務大臣賞の授与。左は寺田総務副大臣。右は富士通株式会社の時田代表取締役社長 総務省関連のコンファレンスの様子
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